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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｉ
Ｓ
 

０
０
Ｗ
（
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
 

ダ
ブ
ル
オ
ー
ウ
ィ
ン

グ
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
０
７
Ｑ

【
作
者
名
】

　
ウ
ィ
ン
グ
０
０
カ
ス
タ
ム

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
二
つ
の
最
強
の
天
使
使
い
で
戦
う
事
し
か
出
来
な
い
少
年
、
織
斑
 

一
夏

と
周
り
の
少
女
達
が
織
成
す
物
語
で
あ
る
。

ヒ
ロ
イ
ン
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
（
前
書
き
）

ま
る
っ
き
り
初
心
者
で
す
。
す
い
ま
せ
ん
、
苦
情
・
中
傷
・
嵐
な
ど
は
お
断
り

し
ま
す
。
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

　
こ
の
世
に
Ｉ
Ｓ
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
、
と
あ
る
少
年
に
２
機
の
Ｉ
Ｓ
が

託
さ
れ
た
。

　
１
つ
目
の
Ｉ
Ｓ
は
天
使
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
背
中
に
は
こ
の
世
二
つ
し

か
な
い
幻
の
コ
ア
”
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
”
を
搭
載
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
中
心
に
２

種
類
の
羽
が
大
型
で
シ
ー
ル
ド
タ
イ
プ
２
枚
の
羽
が
外
側
に
有
り
、
ブ
ー
ス
タ

ー
タ
イ
プ
２
枚
の
羽
が
内
側
に
装
備
さ
れ
て
お
り
、
大
型
の
シ
ー
ル
ド
タ
イ
プ

の
羽
の
内
側
に
大
型
の
バ
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
ル
２
丁
が
収
め
て
お
り
、
腰
の
両
端

の
装
甲
に
は
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
が
１
本
ず
つ
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
両
肩
に
は
回
転
式
小
型
の
ガ
ト
リ
ン
グ
が
１
個
ず
つ
装
備
さ
れ
て
い
る
。
更

に
頭
部
に
も
装
甲
が
有
り
、
両
端
に
大
型
が
１
本
ず
つ
、
前
側
に
は
片
側
２
本

ず
つ
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
の
で
ま
る
で
騎
士
の
兜
の
よ
う
に
も
見

え
る
。
　
体
の
上
下
の
装
甲
は
胸
部
の
真
ん
中
の
装
甲
部
分
に
宝
石
の
よ
う
な

緑
の
球
体
が
付
い
て
い
て
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
。

　
下
半
身
の
装
甲
部
分
は
騎
士
の
よ
う
な
タ
レ
が
付
け
ら
れ
て
る
。
　
足
の
装

甲
部
分
は
無
駄
の
無
い
細
身
で
裏
に
は
小
型
の
ブ
ー
ス
タ
ー
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。

　
誰
も
が
見
た
ら
ま
る
で
天
使
だ
思
う
そ
の
Ｉ
Ｓ
の
名
は
”
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ

ス
タ
ム
”
そ
れ
が
戦
う
為
に
産
ま
れ
た
Ｉ
Ｓ
の
名
で
あ
る
。

　
も
う
一
機
の
Ｉ
Ｓ
も
特
徴
が
有
り
胸
部
の
装
甲
部
分
が
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
カ
ラ

ー
で
両
肩
に
は
四
角
の
穴
が
３
箇
所
空
い
た
コ
ー
ン
型
の
物
つ
ま
り
も
う
一
つ

の
幻
の
コ
ア
”
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
”
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。
両
肩
の
装
甲
部
分
は

動
き
や
す
く
す
る
た
め
に
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
よ
り
も
少
し
小
さ
い
。

　
両
腕
の
装
甲
部
分
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
み
た
い
に
小
型
の
セ
ン
サ
ー

は
無
く
代
わ
り
に
武
器
を
固
定
し
易
く
す
る
た
め
に
細
身
な
装
甲
に
な
っ
て
い

る
。

　
下
半
身
の
装
甲
部
分
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
み
た
い
に
タ
レ
は
な
く
動
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き
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
腰
の
後
ろ
に
は
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
２
本
装
備

さ
れ
て
い
る
。
腰
の
両
側
に
は
近
戦
・
射
撃
戦
が
可
能
な
武
器
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?

を
片
側
に
一
本
ず
つ
装
備
さ
れ
て
い
る
。
足
の
装
甲
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ

ム
と
同
じ
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
だ
が
裏
に
は
ブ
ー
ス
タ
ー
が
無
く
綺
麗
な
ボ

デ
ィ
に
な
っ
て
い
る
。

　
頭
部
の
装
甲
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
と
同
じ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
が
片
側
に
２

本
ず
つ
あ
り
耳
の
部
分
に
は
綺
麗
な
緑
の
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
の
で
覆
っ
て
い
る
。

Ｖ
ア
ン
テ
ナ
の
真
ん
中
に
は
は
三
角
形
の
赤
い
宝
石
の
よ
う
な
物
が
付
け
ら
れ

て
お
り
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
両
肩
の
装
甲
部
分
は
動
き
や
す
く
す
る
た
め

に
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
よ
り
も
少
し
小
さ
い
。

　
両
腕
の
装
甲
部
分
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
み
た
い
に
小
型
の
セ
ン
サ
ー

は
無
く
代
わ
り
に
武
器
を
固
定
し
易
く
す
る
た
め
に
細
身
な
装
甲
に
な
っ
て
い

る
。

　
下
半
身
の
装
甲
部
分
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ
ム
み
た
い
に
タ
レ
は
な
く
動

き
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
腰
の
後
ろ
に
は
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
２
本
装
備

さ
れ
て
い
る
。
腰
の
両
側
に
は
近
戦
・
射
撃
戦
が
可
能
な
武
器
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
?

を
片
側
に
一
本
ず
つ
装
備
さ
れ
て
い
る
。
足
の
装
甲
は
ウ
ィ
ン
グ
ゼ
ロ
カ
ス
タ

ム
と
同
じ
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
だ
が
裏
に
は
ブ
ー
ス
タ
ー
が
無
く
綺
麗
な
ボ

デ
ィ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
機
体
か
ら
発
す
る
綺
麗
な
粒
子
を
誰
も
が
見
た
ら

天
使
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
Ｉ
Ｓ
の
名
は
”
ダ
ブ
ル
オ
ー
”
そ
れ
が
Ｉ

Ｓ
を
駆
逐
す
る
為
に
産
ま
れ
た
Ｉ
Ｓ
の
名
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
２
機
の
Ｉ
Ｓ
（
天
使
）
を
操
る
少
年
の
名
は
”
織
斑
 

一
夏

”
（
お
り
む
ら
 

い
ち
か
）
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
２
（
前
書
き
）

追
加
で
す
い
ま
せ
ん
。
ア
セ
ア
セ
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
２

　　
日
本
・
・
・
春
の
真
っ
只
中
・
・
・
Ｉ
Ｓ
学
園
入
学
式
当
日
・
・
・
校
門
・
・

・　
私
の
名
前
は
篠
ノ
之
 

箒
、
隣
に
い
る
の
は
昔
転
校
を
繰
り
返
し
心
を
閉
ざ

し
て
い
た
時
に
私
を
闇
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
大
事
な
友
人
フ
ェ
ル
ト
・
グ
レ
イ

ス
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
シ
エ
ラ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
留
学
で
中
学
校
の
時
に

出
会
い
、
時
間
が
経
っ
て
行
き
、
何
時
の
間
に
か
お
互
い
大
事
な
親
友
に
な
っ

て
い
た
。
フ
ェ
ル
ト
の
髪
の
色
は
生
ま
れ
付
き
で
気
に
し
て
な
い
と
い
う
。

　
箒
「
フ
ェ
ル
ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
宜
し
く
頼
む
」

　
フ
ェ
ル
ト
「
え
え
、
お
互
い
頑
張
ろ
う
箒
さ
ん
、
ク
リ
ス
」

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
「
う
ん
、
頑
張
ろ
う
！
」

　
そ
の
時
、
三
人
が
海
を
眺
め
て
い
た
ら
大
き
な
鳥
の
様
な
も
の
が
視
界
に
入

っ
た
・
・
・
、
遠
く
て
分
か
ら
な
い
が
綺
麗
な
青
色
の
翼
が
見
え
る
・
・
・
、

羽
ば
た
き
な
が
ら
ま
る
で
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
・
・
・
、
三
人
が
顔
を

見
合
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
「
ね
え
、
あ
れ
な
ん
だ
ろ
う
？
鳥
に
し
て
は
綺
麗
ね
。
」

　
箒
「
綺
麗
だ
な
、
天
使
か
？
」

　
フ
ェ
ル
ト
「
緊
張
し
す
ぎ
て
幻
だ
っ
た
り
し
て
。
」
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三
人
が
も
う
一
度
さ
っ
き
の
場
所
を
見
た
が
そ
こ
に
は
何
も
無
か
っ
た
・
・
・

　　
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
「
あ
れ
？
い
な
い
」

　
箒
「
幻
だ
っ
た
の
か
？
」

　
フ
ェ
ル
ト
「
で
も
綺
麗
だ
っ
た
ね
」

　　
そ
の
後
、
三
人
は
学
園
に
向
か
っ
て
歩
い
て
行
っ
た
。
ま
さ
か
こ
れ
か
ら
そ

の
天
使
に
出
会
え
る
事
に
な
る
と
は
誰
も
が
予
想
し
な
か
っ
た
・
・
・

　
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
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ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
　
２
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
す
。
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１
　
天
使
が
転
入
（
前
書
き
）

　
Ｉ
Ｓ
学
園
校
門
前
・
・
・
そ
こ
に
１
５
歳
位
の
少
年
が
校
門
の
手
前
で
立
ち

止
ま
り
学
園
を
眺
め
た
後
ま
た
歩
き
出
し
た
・
・
・

　
Ｏ
Ｐ
［
ｄ
ａ
ｙ
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
′
ｓ
 

ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
］
ｂ
ｙ
 

ｌ
′
ａ
ｒ
ｃ
̃

ｅ

ｎ
̃

ｃ
ｉ
ｅ
ｌ



10

１
　
天
使
が
転
入

　
Ｉ
Ｓ
学
園
・
・
・
校
長
室

　
校
長
ら
し
き
女
性
が
高
級
な
ソ
フ
ァ
に
座
り
教
頭
が
い
れ
た
紅
茶
を
少
し
飲

ん
だ
後
、
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
き
転
入
生
の
Ｐ
Ｒ
用
紙
を
眺
め
て
い
た
・
・
・

　
校
長
「
今
回
の
転
入
生
は
大
物
が
来
ま
し
た
ね
、
し
か
も
男
子
で
織
斑
先
生

の
弟
、
小
さ
い
頃
か
ら
表
向
き
は
極
普
通
の
学
生
を
し
て
い
て
、
裏
で
は
織
斑

先
生
の
英
才
教
育
で
Ｉ
Ｓ
を
し
か
も
専
用
機
２
機
を
自
分
の
物
に
し
、
実
力
は

代
表
候
補
生
を
超
え
る
力
が
有
り
数
年
の
歳
月
が
経
っ
て
も
腕
は
鈍
っ
て
い
な

い
な
ん
て
・
・
・
、
今
年
の
Ｉ
Ｓ
学
園
は
大
き
く
動
き
そ
う
で
す
ね
・
・
・
」

　
Ｐ
Ｒ
用
紙
を
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
後
、
窓
か
ら
海
を
眺
め
な
が
ら
に

こ
り
と
柔
ら
か
い
笑
み
を
見
せ
る
・
・
・

　
入
学
式
の
中
・
・
・
職
員
室
…
織
斑
先
生
の
机
 

＞
一
夏
の
制
服
は
Ｉ
Ｓ
学

園
の
制
服
を
Ｃ
Ｂ
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
す
＞

　
一
夏
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

　
一
夏
（
Ｉ
Ｓ
学
園
に
入
学
す
る
予
定
だ
と
思
っ
て
い
た
が
・
・
・
、
ま
さ
か

転
入
に
な
る
と
は
な
・
・
・
、
し
か
し
・
・
・
、
校
舎
は
ま
る
で
未
来
の
軍
事

基
地
に
見
え
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
）

　
ど
ー
で
も
良
い
事
を
思
い
な
が
ら
俺
は
、
出
席
簿
（
多
分
こ
れ
か
ら
転
入
す

る
ク
ラ
ス
だ
と
思
う
が
・
・
・
）
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
千
冬
姉
に
目
を
向
け
る
・
・

・
、
相
変
わ
ら
ず
ス
ー
ツ
が
よ
く
似
合
う
・
・
・
、
ふ
と
千
冬
姉
が
俺
に
申
し

訳
な
さ
そ
う
な
表
情
を
み
せ
る
・
・
・
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ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｅ
ｎ
ｄ

　
千
冬
「
す
ま
な
い
な
、
本
当
は
入
学
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
が
、
入
学
と
Ｉ
Ｓ

登
録
の
手
続
き
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
予
定
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

　
千
冬
（
一
夏
、
す
ま
な
い
・
・
・
ズ
ー
ン
）

　
一
夏
「
構
わ
な
い
、
Ｉ
Ｓ
を
使
え
る
男
子
が
現
れ
た
と
言
う
情
報
が
急
に
出

れ
ば
対
応
に
も
遅
れ
が
出
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
千
冬
姉
が
謝
る
事
で
は
な
い
。
」

　
千
冬
「
そ
う
か
・
・
・
、
優
し
い
な
お
前
は
。
」

　
千
冬
（
一
夏
・
・
・
、
）

　
出
席
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
優
し
い
笑
み
を
見
せ
る
。

　
一
夏
「
俺
は
優
し
く
な
い
、
た
だ
思
っ
た
事
を
口
に
し
た
だ
け
だ
。
」

　
千
冬
「
そ
う
自
分
を
謙
遜
す
る
な
・
・
・
、
さ
て
と
、
お
前
の
ク
ラ
ス
は
１

－
１
だ
、
私
が
担
任
を
務
め
る
、
副
担
任
は
山
田
先
生
だ
、
何
か
用
が
有
れ
ば

私
に
聞
く
と
良
い
。
私
が
居
な
い
時
は
山
田
先
生
に
聞
い
て
く
れ
。
」

　
千
冬
（
よ
し
、
２
人
っ
き
り
な
る
た
め
の
時
間
の
確
保
は
成
功
だ
、
し
か
し

山
田
先
生
は
上
手
く
行
っ
て
い
る
か
心
配
だ
な
・
・
・
）

　
一
夏
「
了
解
、
後
質
問
が
有
る
。
」

　
千
冬
「
何
だ
？
」
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千
冬
（
お
お
、
早
速
だ
な
、
何
だ
何
だ
？
）
ワ
ク
ワ
ク

　
一
夏
「
寮
の
事
何
だ
が
俺
の
部
屋
は
ど
う
な
る
？
」

　
千
冬
「
そ
の
件
は
後
に
し
よ
う
、
今
は
時
間
が
な
い
、
良
し
、
行
く
ぞ
」

　
千
冬
（
な
ん
だ
部
屋
の
事
か
・
・
・
ズ
ー
ン
・
・
・
、
私
は
一
夏
と
同
室
に

な
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、
周
り
か
ら
反
対
の
嵐
だ
っ
た
な
・
・
・
、
だ
が
諦
め

ん
ぞ
！
）

　
一
夏
「
あ
あ
」

　
出
席
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
千
冬
姉
に
付
い
て
行
き
１
－
１
の
教
室
の

扉
の
前
で
千
冬
姉
に
「
お
前
は
此
処
で
待
っ
て
い
ろ
、
呼
ん
だ
ら
入
っ
て
来
い
。

」
と
言
わ
れ
扉
の
前
で
待
機
し
た
。
す
る
と
教
室
か
ら
千
冬
姉
の
自
己
紹
介
＆

ａ
ｍ
ｐ
；
ス
パ
ル
タ
宣
言
を
し
た
と
た
ん
い
き
な
り
黄
色
い
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。

　
「
キ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」

　
一
夏
（
な
・
・
・
何
だ
！
？
）

　
女
子
Ａ
「
千
冬
様
、
本
物
の
千
冬
様
よ
！
」

　
一
夏
（
偽
物
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
・
・
・
）

　　
女
子
Ｂ
「
ず
っ
と
フ
ァ
ン
で
し
た
！
」

　
女
子
Ｃ
「
私
、
お
姉
様
に
憧
れ
て
こ
の
学
園
に
来
た
ん
で
す
！
北
九
州
か
ら

！
」
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女
子
Ｄ
「
あ
の
千
冬
様
に
ご
指
導
い
た
だ
け
る
な
ん
て
嬉
し
い
で
す
！
」

　
女
子
Ｅ
「
私
、
お
姉
様
の
為
な
ら
死
ね
ま
す
！
」

　
一
夏
（
そ
れ
は
本
気
か
・
・
・
？
）

　
教
室
か
ら
千
冬
姉
の
呆
れ
た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
千
冬
「
・
・
・
毎
年
、
よ
く
も
ま
ぁ
こ
れ
だ
け
馬
鹿
者
が
集
ま
る
も
の
だ
。

感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
と
も
何
か
？
私
の
ク
ラ
ス
に
だ
け
馬
鹿
者
を
集
中
さ

せ
て
る
の
か
？
」

　
一
夏
（
人
気
者
は
辛
い
な
・
・
・
）

　
女
子
Ｆ
「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
お
姉
様
！
も
っ
と
叱
っ
て
！
罵
っ
て
！
」

　
女
子
Ｇ
「
で
も
時
に
は
優
し
く
し
て
！
」

　
女
子
Ｈ
「
そ
し
て
つ
け
あ
が
ら
な
い
よ
う
に
躾
し
て
～
！
」

　
一
夏
（
・
・
・
ク
ラ
ス
・
・
・
間
違
え
た
か
・
・
・
？
）

　
千
冬
「
と
り
あ
え
ず
静
か
に
し
て
く
れ
、
耳
に
く
る
。
」

　
千
冬
（
こ
い
つ
ら
は
ど
ん
な
教
育
を
受
け
て
き
た
ん
だ
・
・
・
？
）
タ
ラ
リ

　
千
冬
姉
の
注
意
の
お
陰
か
教
室
か
ら
騒
が
し
い
女
子
達
の
黄
色
い
声
が
い
き

な
り
消
え
た
。
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一
夏
（
流
石
は
元
軍
事
教
官
・
・
・
）

　
千
冬
「
そ
れ
で
今
日
は
転
入
生
を
紹
介
す
る
、
入
っ
て
来
い
。
」

　
女
子
Ｉ
「
転
入
生
？
」

　
女
子
Ｊ
「
入
学
の
日
に
？
」

　
教
室
か
ら
千
冬
姉
に
呼
ば
れ
て
扉
を
開
け
て
教
室
に
入
っ
た
瞬
間
に
ク
ラ
ス

全
員
の
視
線
が
教
室
に
入
っ
た
一
夏
に
集
注
し
た
。

　
一
夏
（
凄
い
視
線
だ
・
・
・
）

　
一
夏
は
教
卓
に
向
か
い
な
が
ら
周
り
を
一
瞥
し
た
、
す
る
と
数
年
ぶ
り
に
会

う
見
慣
れ
た
幼
馴
染
の
顔
を
見
つ
け
た
。
篠
ノ
之
 

箒
で
あ
る
。
彼
女
は
一
夏

と
一
瞬
目
が
合
っ
た
が
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
直
ぐ
に
背
け
た
・
・
・

　
一
夏
（
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
）

　
内
心
思
い
な
が
ら
も
眼
鏡
を
か
け
た
女
性
（
こ
の
女
性
が
山
田
先
生
か
・
・
・

）
と
思
い
な
が
ら
の
少
し
離
れ
た
横
に
止
ま
り
皆
と
向
き
合
っ
た
。

　
山
田
先
生
「
に
、
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
転
入
生
の
織

斑
 

一
夏
君
で
す
。
」

　
山
田
先
生
（
イ
ケ
メ
ン
過
ぎ
て
惚
れ
そ
う
で
す
！
！
）

　
千
冬
（
ム
ッ
、
今
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
た
気
が
・
・
・
）

　
一
夏
「
転
入
生
の
織
斑
 

一
夏
だ
、
宜
し
く
頼
む
。
」
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一
夏
（
何
故
山
田
先
生
ま
で
顔
が
赤
い
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
花
粉
症
だ
ろ
う

か
？
）

　
シ
ー
ー
ー
ン
・
・
・

　
山
田
先
生
「
・
・
・
そ
・
・
・
そ
れ
だ
け
で
す
か
・
・
・
？
・
・
・
」

　
山
田
先
生
（
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
、
残
念
で
す
・
・
・
。

）
ズ
ー
ン

　
一
夏
「
あ
あ
・
・
・
」

　
一
夏
（
何
故
暗
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
）

　
シ
ー
ー
ー
ン
・
・
・

　
一
夏
（
自
己
紹
介
で
何
か
可
笑
し
か
っ
た
か
・
・
・
？
）

　
「
き
・
・
・
」

　
一
夏
（
木
・
・
・
？
）

　　
女
子
全
員
「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
」

　　
一
夏
「
！
？
」
ビ
ク
ッ
！

　
い
き
な
り
の
黄
色
い
声
に
耳
を
塞
ぐ
織
斑
姉
弟
と
山
田
先
生
、
鼓
膜
が
破
れ

そ
う
だ
。
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女
子
Ｋ
「
男
子
で
し
か
も
イ
ケ
メ
ン
！
」

　
女
子
Ｌ
「
生
だ
と
正
に
美
形
！
」

　
女
子
Ｍ
「
格
好
良
す
ぎ
る
！
」

　
女
子
Ｏ
「
日
本
Ｉ
Ｓ
界
の
王
子
様
！
！
」

　
騒
い
で
い
て
何
を
言
っ
て
い
る
か
聞
き
ず
ら
か
っ
た
が
、
千
冬
が
注
意
し
て

静
か
に
さ
せ
た
。

　
千
冬
「
静
か
に
し
ろ
。
織
斑
は
教
卓
の
手
前
の
席
だ
。
」
 

　
千
冬
（
私
の
一
夏
は
誰
に
も
渡
さ
ん
し
指
一
本
触
れ
さ
せ
る
も
の
か
！
そ
れ

と
、
一
夏
は
私
の
王
子
様
だ
！
）

　
一
夏
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

　
座
っ
た
後
で
も
周
り
か
ら
の
熱
い
視
線
が
止
む
こ
と
は
無
か
っ
た
・
・
・
、

興
奮
す
る
女
子
達
の
中
で
と
あ
る
１
人
の
少
女
も
含
め
・
・
・

　
箒
（
一
夏
・
・
・
、
６
年
ぶ
り
だ
が
そ
の
冷
静
さ
は
変
わ
ら
な
い
な
、
し
・
・

・
し
か
し
、
前
よ
り
更
に
格
好
良
く
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
！
ま
す
ま
す
私

の
嫁
に
・
・
・
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
ま
す
ま
す
私
の
婿
に
さ
せ
た
く
な
る
で
は
な

い
か
！
っ
て
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
私
は
！
）
ソ
ワ
ソ
ワ

　
千
冬
「
さ
て
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
は
終
わ
り
だ
。
諸
君
ら
に
は
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｓ
の
基
礎

知
識
を
半
月
で
覚
え
て
も
ら
う
。
そ
の
後
実
習
だ
が
、
基
本
動
作
は
半
月
で
体

に
染
み
こ
ま
せ
ろ
。
い
い
か
、
い
い
な
ら
返
事
を
し
ろ
。
よ
く
な
く
て
も
返
事

を
し
ろ
。
」
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千
冬
（
ま
た
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
た
気
が
・
・
・
）

　　
ク
ラ
ス
全
員
「
は
い
！
「
了
解
」
」

　
一
時
間
目
Ｉ
Ｓ
基
礎
理
論
授
業
が
終
わ
っ
て
今
は
１
０
分
間
の
休
み
時
間
・
・

・
、
俺
は
少
し
で
も
気
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
教
科
書
を
開
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
廊
下
に
は
他
ク
ラ
ス
の
女
子
、
２
、
３
年
の
先
輩
ら
が

詰
め
か
け
て
い
る
。

　
『
あ
な
た
話
し
か
け
な
さ
い
よ
』

　
『
ち
ょ
っ
と
ま
さ
か
抜
け
駆
け
す
る
気
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
？
』

と
い
っ
た
感
じ
の
雰
囲
気
が
教
室
中
、
い
や
校
内
全
体
に
広
ま
っ
て
い
た
。

　
一
夏
（
い
く
ら
珍
し
い
か
ら
と
は
い
え
い
い
加
減
や
め
て
欲
し
い
・
・
・
、

俺
は
見
せ
物
で
は
無
い
の
だ
が
・
・
・

。
）

　
一
夏
が
気
を
取
り
直
し
て
教
科
書
に
目
を
向
け
た
と
同
時
に
声
を
か
け
ら
れ
、

そ
っ
ち
に
視
線
を
向
け
る
と
箒
が
目
の
前
に
来
て
い
た
。

　　
箒
「
一
夏
・
・
・
」

　
一
夏
「
何
だ
・
・
・
」

　
箒
「
そ
・
・
・
そ
の
・
・
・
、
ち
ょ
っ
と
良
い
か
？
」
モ
ゾ
モ
ゾ

　
一
夏
「
構
わ
な
い
・
・
・
丁
度
外
に
出
よ
う
と
思
っ
て
い
た
所
だ
・
・
・
」
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箒
「
そ
・
・
・
そ
う
か
、
な
ら
屋
上
に
行
こ
う
。
」

　
箒
（
や
・
・
・
ヤ
ッ
タ
ー
！
夢
で
は
な
い
だ
ろ
う
な
！
？
）
¥
（
＾
０
＾
）

／
バ
ン
ザ
ー
イ
！

　
一
夏
（
・
・
・
な
ん
と
か
抜
け
出
せ
そ
う
だ
・
・
・
）

　
俺
は
箒
と
共
に
屋
上
へ
行
く
た
め
に
教
室
に
動
い
た
、
廊
下
に
い
る
上
級
生

や
同
学
年
の
他
ク
ラ
ス
の
大
勢
の
女
子
達
が
ま
る
で
ア
イ
ド
ル
や
有
名
人
が
通

る
か
の
如
く
道
を
空
け
て
く
れ
た
・
・
・

　
屋
上
・
・
・

　
一
夏
「
・
・
・
」

　
一
夏
（
眺
め
が
い
い
な
・
・
・
、
海
を
見
て
る
と
心
が
落
ち
着
く
・
・
・
）

　
箒
「
・
・
・
」
ソ
ワ
ソ
ワ

　
箒
（
そ
う
い
え
ば
ど
ん
な
話
題
を
す
れ
ば
良
い
の
か
忘
れ
て
た
！
！
う
ー
ー

ー
ん
、
何
か
話
さ
な
け
れ
ば
！
）
ア
セ
ア
セ
　

　
す
る
と
突
然
、
一
夏
か
ら
話
題
を
し
始
め
た
。

　
一
夏
「
前
の
新
聞
の
記
事
の
ス
ポ
ー
ツ
で
全
日
本
剣
道
大
会
の
記
事
に
お
前

の
名
前
が
載
っ
て
た
な
・
・
・
、
お
め
で
と
う
・
・
・
」

　　
箒
「
あ
・
・
・
有
難
う
・
・
・
っ
て
な
ん
で
一
夏
が
新
聞
な
ん
か
読
む
ん
だ

？
」
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箒
（
ほ
・
・
・
褒
め
て
く
れ
た
・
・
・
う
・
・
・
嬉
し
い
ぞ
！
）
バ
ン
ザ
ー

イ
！

　
一
夏
「
世
の
中
の
情
報
を
知
る
為
だ
が
・
・
・
い
け
な
か
っ
た
か
？
」

　
一
夏
（
何
故
顔
が
赤
い
ん
だ
・
・
・
？
や
は
り
今
日
は
花
粉
症
の
確
率
が
高

い
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
）

　
箒
「
べ
・
・
・
別
に
そ
う
と
は
言
っ
て
な
い
！
」

　
一
夏
「
そ
う
か
・
・
・
」

　
一
夏
（
何
故
そ
こ
で
怒
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
？
）

　
箒
（
い
か
ん
！
遂
怒
っ
て
し
ま
っ
た
！
ど
う
し
よ
う
）
ア
セ
ア
セ

　
そ
こ
で
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
二
時
間
目
が
始
め
る
予
鈴
が
な
っ
た
。

　
一
夏
「
教
室
に
戻
ろ
う
・
・
・
」

　
箒
「
あ
・
・
・
あ
あ
」

　
教
室
に
戻
る
一
夏
達
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
誰
も
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
事

が
起
き
る
。

　
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
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１
　
天
使
が
転
入
（
後
書
き
）

　
Ｅ
Ｄ
［
罠
］
ｂ
ｙ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

ｂ
ａ
ｃ
ｋ
 

ｈ
ｏ
ｒ
ｎ

　
次
回
予
告

　
Ｉ
Ｓ
学
園
に
入
学
し
転
入
し
た
天
使
に
英
国
の
不
敗
の
女
騎
士
が
決
闘
を
叩

き
込
む
・
・
・

　
次
回
　
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
ス
ト
ラ
ト
ス
・
ダ
ブ
ル
オ
ー
ウ
ィ
ン
グ
　

　
　
　
　
”
天
使
の
生
活
”

　
そ
れ
は
・
・
・
物
語
の
始
ま
り
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
徴
を
だ
す
の
が
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。

　
一
夏
の
目
は
刹
那
と
同
じ
赤
目
で
す
。
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主
人
公
Ｉ
Ｓ
設
定
（
前
書
き
）

　
皆
さ
ん
長
期
間
遅
れ
て
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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主
人
公
Ｉ
Ｓ
設
定

　　
エ
ク
シ
ア
　
コ
ア
ナ
ン
バ
ー
：
０
０
０
０
　
（
ダ
ミ
ー
コ
ア
ナ
ン
バ
ー
：
１

０
０
）
　
初
代
世
代
型
Ｉ
Ｓ

　
一
夏
が
独
自
で
作
り
上
げ
た
二
機
の
内
の
一
つ
の
Ｉ
Ｓ
で
あ
り
、
接
近
戦
向

け
に
作
り
上
げ
た
Ｉ
Ｓ
、
見
た
目
は
第
三
世
代
に
見
え
る
が
、
実
は
初
代
世
代

型
Ｉ
Ｓ
で
あ
り
一
世
代
か
ら
四
世
代
の
元
に
な
っ
た
Ｉ
Ｓ
な
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
完
成
直
後
に
一
夏
が
独
自
の
判
断
で
設
計
図
デ
ー
タ
を
処
分
し
た
た
め
一

夏
し
か
エ
ク
シ
ア
の
本
性
を
知
ら
な
い
。
コ
ア
は
一
夏
が
独
自
発
想
で
作
り
上

げ
た
、
″
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
″
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
コ
ア
で
二
つ
完
成
し
そ
の
内

の
一
つ
を
搭
載
、
但
し
一
夏
が
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
掛
け
て
要
る
た
め
シ
ー
ル
ド
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
通
常
の
Ｉ
Ｓ
と
同
じ
で
機
動
性
は
第
三
・
第
四
世
代
並
で
あ
る
、

リ
ミ
ッ
タ
ー
を
解
除
す
る
と
機
動
性
は
最
高
で
十
数
世
代
を
軽
く
上
回
る
、
従

来
の
Ｉ
Ｓ
と
違
う
の
は
ま
ず
ス
リ
ム
で
無
駄
の
無
い
装
甲
で
、
従
来
の
Ｉ
Ｓ
の

よ
う
に
ア
ー
マ
ー
＆
フ
ッ
ド
武
装
パ
ー
ツ
で
は
な
く
、
よ
り
動
き
や
す
い
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
る
、
エ
ク
シ
ア
に
は
装
備
変
更
が
有
り
セ
ブ
ン
ソ
ー
ド
・
ア

ヴ
ァ
ラ
ン
チ
・
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
Ｄ
・
Ｇ
Ｎ
ア
ー
マ
ー
タ
イ
プ
Ｅ
＆
Ｄ
・
リ
ペ
ア

（
Ｒ
）
２
の
五
つ
に
変
更
可
能
で
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
が
可
能
。
ま
た
、
武
装
一
覧

に
Ｇ
Ｎ
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
体
に
は
謎
の
シ
ス
テ

ム
が
封
印
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
装
備
（
セ
ブ
ン
ソ
ー
ド
モ
ー
ド
＆
ツ
イ
ン
ピ
ス
ト
ル
）

　
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
×
１
　
Ｇ
Ｎ
ダ
ガ
ー
×
２
　
Ｇ
Ｎ
サ
ー
ベ
ル
×
２
　
Ｇ
Ｎ
バ
ル

カ
ン
×
２
　
Ｇ
Ｎ
シ
ー
ル
ド
×
１
・
Ｇ
Ｎ
ロ
ン
グ
ブ
レ
イ
ド
×
１
・
Ｇ
Ｎ
シ
ョ

ー
ト
ブ
レ
イ
ド
×
１
・
Ｇ
Ｎ
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
×
２
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ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ

　
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ユ
ニ
ッ
ト
×
１
・
Ｇ
Ｎ
コ
ン
デ
ン
サ
ー
×
２
・
Ｇ
Ｎ
ロ
ン
グ

ブ
レ
イ
ド
×
１
・
Ｇ
Ｎ
シ
ョ
ー
ト
ブ
レ
イ
ド
×
１

　
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
Ｄ
モ
ー
ド
（
ダ
ッ
シ
ュ
モ
ー
ド
）

　　
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
チ
ユ
ニ
ッ
ト
×
１
・
Ｇ
Ｎ
コ
ン
デ
ン
サ
ー
×
２
・
Ｇ
Ｎ
バ
ー
ニ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
×
２
・
Ｇ
Ｎ
ク
ロ
ー
×
２
・
Ｇ
Ｎ
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２
・
Ｇ
Ｎ

ロ
ン
グ
ブ
レ
イ
ド
×
１
・
Ｇ
Ｎ
シ
ョ
ー
ト
ブ
レ
イ
ド
×
１

　
Ｇ
Ｎ
ア
ー
ム
ズ
　
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ｅ
　
（
近
接
戦
闘
型
）

　
大
型
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
×
２
・
大
型
Ｇ
Ｎ
キ
ャ
ノ
ン
２
・
Ｇ
Ｎ
ビ
ー
ム
ガ
ン
×
２
・

Ｇ
Ｎ
ク
ロ
ー
×
２
・
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド

　
Ｇ
Ｎ
ア
ー
ム
ズ
　
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
Ｄ
　
（
砲
撃
戦
闘
型
）

　　
Ｇ
Ｎ
ツ
イ
ン
ラ
イ
フ
ル
×
１
・
大
型
ミ
サ
イ
ル
コ
ン
テ
ナ
×
１
・
大
型
Ｇ
Ｎ

キ
ャ
ノ
ン
×
２
・
Ｇ
Ｎ
ク
ロ
ー
×
２
・
Ｇ
Ｎ
フ
ィ
ー
ル
ド

　
ウ
ィ
ン
グ
　
コ
ア
ナ
ン
バ
ー
：
０
０
０
０
?
　
（
ダ
ミ
ー
コ
ア
ナ
ン
バ
ー
：

１
０
１
）
　
初
代
世
代
Ｉ
Ｓ

　
一
夏
が
エ
ク
シ
ア
と
同
時
に
作
り
上
げ
た
も
う
一
機
、
世
界
で
唯
一
飛
行
形

態
へ
の
可
変
が
可
能
で
こ
の
機
体
も
初
代
世
代
型
Ｉ
Ｓ
で
あ
り
可
変
シ
ス
テ
ム

を
除
い
て
一
世
代
か
ら
四
世
代
の
元
に
な
っ
た
Ｉ
Ｓ
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
機

の
Ｇ
Ｎ
ド
ラ
イ
ブ
を
搭
載
し
て
お
り
、
エ
ク
シ
ア
と
同
等
の
ス
ペ
ッ
ク
を
持
つ

が
リ
ミ
ッ
タ
ー
が
か
け
ら
れ
て
い
る
た
め
機
動
性
は
第
三
・
第
四
世
代
並
で
あ
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る
。
特
徴
な
の
が
″
飛
行
形
態
可
変
シ
ス
テ
ム
″
と
言
う
ウ
ィ
ン
グ
し
か
な
い

特
殊
な
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
”
バ
ー
ド
モ
ー
ド
”
と
呼
ば
れ
る
。
バ

ー
ド
モ
ー
ド
形
態
に
可
変
す
る
事
で
ス
ピ
ー
ド
は
通
常
の
Ｉ
Ｓ
を
凌
駕
す
る
。

勿
論
ウ
ィ
ン
グ
に
も
装
備
変
更
が
有
り
、
バ
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
ル
が
装
備
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
機
体
に
は
”
Ｖ
ｅ
ｒ
移
行
シ
ス
テ
ム
”
が
組
み
込
ま
れ
て

バ
ー
ジ
ョ
ン
い
こ
う

い
て
二
種
類
あ
る
、
”
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｎ
”
・
”
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｋ
”
と
呼
ば
れ
た
一
夏

ノ
ー
マ
ル

カ
ト
キ

だ
け
が
作
り
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
タ
ー
ラ
イ

フ
ル
は
の
Ｖ
ｅ
ｒ
移
行
に
よ
っ
て
変
化
は
な
い
が
シ
ー
ル
ド
の
内
側
と
右
腕
に

に
ラ
イ
フ
ル
の
弾
奏
が
追
加
さ
れ
る
。
ま
た
、
両
肩
に
あ
る
マ
シ
ン
ガ
ン
（
Ｖ

ｅ
ｒ
．
Ｎ
）
が
回
転
式
バ
ル
ガ
ン
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｋ
）
に
代
わ
る
。
従
来
は
Ｖ
ｅ

ｒ
．
Ｎ
で
あ
る
。
ま
た
バ
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
ル
の
他
に
ツ
イ
ン
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン

を
使
用
す
る
。

　
こ
の
機
体
に
は
”
Ｚ
．
Ｅ
．
Ｒ
．
Ｏ
．
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
”
と
呼
ば
れ
た
シ
ス

ゼ
ロ
シ
ス
テ
ム

テ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
正
式
名
称
は
”
Ｚ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
 

ａ
ｎ
ｄ
 

Ｅ
ｍ
ｏ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
 

Ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
 

Ｏ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｄ
 

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
（
直
訳

す
る
と
『
領
域
化
及
び
情
動
域
欠
落
化
装
置
』
”
と
は
、
分
析
・
予
測
し
た
状

況
の
推
移
に
応
じ
た
対
処
法
の
選
択
や
結
末
を
搭
乗
者
の
脳
に
直
接
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
端
的
に
言
う
と
、
勝
利
す
る
た
め
に
取
る
べ
き
行
動
を
あ
ら
か

じ
め
操
縦
者
に
見
せ
る
機
構
で
あ
る
。

　
高
性
能
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
器
に
よ
っ
て
脳
内
の
各
生
体
作
用
を
ス
キ
ャ
ン

後
、
神
経
伝
達
物
質
の
分
泌
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
急
加
速
・
急

旋
回
時
の
衝
撃
や
加
重
な
ど
の
刺
激
情
報
の
伝
達
を
緩
和
、
あ
る
い
は
欺
瞞
し
、

通
常
は
活
動
で
き
な
い
環
境
下
で
の
機
体
制
御
を
可
能
と
す
る
。
更
に
外
部
カ

メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
得
た
情
報
を
、
操
縦
者
自
身
の
視
聴
覚
情
報
と
し

て
伝
達
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
機
能
は
同
時
に
あ
る
致
命
的
な
欠
陥
も
露
呈
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
本
シ
ス
テ
ム
が
提
示
す
る
戦
術
と
は
、
基
本
的
に
単
機
で
の
勝
利

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
目
的
達
成
の
た
め
で
あ
れ
ば
た
と
え
搭
乗
者
の
意
思

や
倫
理
に
反
す
る
行
為
も
平
然
と
選
択
す
る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
操
縦
者
自
身

の
死
、
友
軍
の
犠
牲
も
い
と
わ
な
い
攻
撃
な
ど
、
非
人
間
的
な
選
択
が
強
要
さ



25

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
操
縦
者
の
精
神
に
多
大
な
負
担
を
か
け
る
。
そ
の

た
め
、
た
だ
ゼ
ロ
シ
ス
テ
ム
を
使
う
だ
け
で
は
、
シ
ス
テ
ム
に
命
令
さ
れ
る
が

ま
ま
暴
走
す
る
か
、
も
し
く
は
負
荷
に
耐
え
切
れ
ず
精
神
崩
壊
・
廃
人
化
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
自
身
の

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
か
つ
シ
ス
テ
ム
の
命
令
を
押
さ
え
込
む
だ
け
の
強

靭
な
精
神
力
が
要
求
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一
夏
だ
け
が
使
い
こ

な
せ
る
。

　　
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｎ

ノ
ー
マ
ル

　　
バ
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
ル
×
１
・
シ
ー
ル
ド
×
１
・
マ
シ
ン
ガ
ン
×
２
・
ビ
ー
ム

サ
ー
ベ
ル
×
１

　
Ｖ
ｅ
ｒ
．
Ｋ

カ
ト
キ

　
バ
ス
タ
ー
ラ
イ
フ
ル
×
１
・
シ
ー
ル
ド
×
１
・
バ
ル
ガ
ン
×
２
・
ビ
ー
ム
サ

ー
ベ
ル
×
１
・
弾
奏
×
６

　
そ
の
他

　
ツ
イ
ン
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン
×
１

ま
た
、
制
服
の
ま
ま
Ｉ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
二
機
の
リ
ミ
ッ
タ
ー

を
解
除
す
る
と
”
全
身
装
甲
”
に
な
る
。
何
故
か
一
夏
の
目
が
何
の
関
係
無
し

フ
ル
ス
キ
ン

に
光
る
が
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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